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〈論
文
〉
「大
鏡
」
兼
通
伝
・
八
巻
増
補
本
文
の
教
材
化
に
つ
い
て
(
1
)
 
教
科
書
の
中
の
「
大
鏡
」
現
在
、
教
科
書
所
載
の
「
大
鋭
」
を
見
る
と
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
く
。
「
大
鋭
」
が
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
国
語
H
」
「
古
典
I
-
H
」
「
古
典
講
読
」
で
、
「
国
語
I
」
で
基
本
的
な
読
解
・文
法
・
古
典
常
識
を
学
習
し
終
え
た
生
徒
を
対
象
と
し
て
い
る
。
新
謀
程
教
科
書
「
国
語
H
」
で
は
「
花
山
帝
出
家
」
「
弓
争
い
」
を
組
み
合
わ
せ
て
載
せ
て
い
る
教
科
書
が
多
く
、
「
肝
試
し
」
「
三
舟
の
オ
」
を
採
用
す
る
も
の
が
、
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
「
兼
通
伝
」
は
一
社
の
み
の
採
用
で
あ
(飢
。
「
古
典
H
」
「
古
典
講
読
」
の
教
科
書
、
副
教
材
の
問
題
集
な
ど
に
は
「
兼
通
伝
」
は
あ
る
程
度
採
用
さ
れ
て
い
ヲ匂
。「
大
鋭
」
を
「
国
語
日
」
の
教
材
と
し
て
採
用
し
て
い
る
各
社
の
指
導
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
材
設
定
の
ね
ら
い
、
学
習
目
標
な
ど
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
単
元
及
び
、
教
材
設
定
の
ね
ら
い
と
し
て
「
歴
史
物
語
の
代
表
作
で
あ
勇
H青
美
り
、
宮
廷
貴
族
の
裏
面
を
と
ら
え
た
「
大
鋭
」
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
王
朝
交
族
の
葛
藤
の
姿
(特
に
藤
原
氏
内
部
の
抗
争
)
が
ど
の
よ
う
に
諮
ら
れ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
。
王
朝
時
代
の
人
聞
の
生
き
方
や
立
識
へ
の
理
解
を
深
め
、
併
せ
て
歴
史
物
語
の
持
つ
意
義
を
理
解
さ
せ
る
。」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
学
習
目
標
と
し
て
は
、
「
①
史
実
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、
歴
史
物
語
を
読
み
、
登
場
人
物
の
性
格
や
生
き
方
が
ど
の
よ
う
に
諮
ら
れ
て
い
る
か
理
解
す
る
。
②
描
か
れ
て
い
る
平
安
武
族
の
文
化
や
意
識
を
知
る
。
③
平
安
時
代
の
政
治
形
態
に
つ
い
て
理
解
し
、
事
件
の
展
開
を
正
械
に
把
握
し
、
登
場
人
物
の
行
動
と
心
理
に
つ
い
て
理
解
す
る
。」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
話
。
こ
の
よ
う
な
教
材
設
定
や
学
習
目
標
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
「
大
銃
・兼
通
伝
」
は
教
材
と
し
て
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
八
巻
増
補
本
」
の
増
補
部
分
の
「
兼
通
伝
」
は
兼
通
の
関
白
就
任
の
経
緯
か
ら
、
弟
兼
家
と
の
機
執
が
拙
か
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
政
治
形
態
・
兄
弟
同
士
の
抗
争
を
読
み
取
る
と
い
う
目
標
か
ら
見
て
の
適
否
で
言
え
ば
「
適
」
で
あ
ろ
う
し
、
登
場
人
物
の
性
格
や
生
き
方
を
読
み
取
る
と
い
う
点
で
も
「
八
巻
増
補
本
」
の
兼
通
像
は
鮮
1 
明
で
生
き
生
き
し
て
お
り
、
対
立
す
る
兼
家
も
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
「
史
実
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、
歴
史
物
語
を
読
み
」
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
部
分
は
史
実
と
の
関
わ
り
で
大
変
興
味
深
い
面
を
持
っ
て
い
る
。
以
下
に
「
八
巻
増
補
本
」
の
増
補
部
分
か
ら
「
{
女
子
の
遺
書
」
と
「
最
後
の
除
目
」
の
二
つ
の
逸
話
を
取
り
上
げ
、
そ
の
史
実
と
の
関
連
や
、
そ
の
虚
構
の
持
つ
性
格
を
考
え
、
教
材
化
に
役
立
て
た
い
。
な
お
、
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
箇
所
は
、
古
本
系
統
本
文
の
平
松
本
・
東
松
本
に
は
な
く
、
流
布
本
系
統
の
本
文
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
古
本
系
統
本
文
は
最
古
の
も
の
は
十
三
世
紀
の
も
の
で
(東
松
本
)
流
布
本
系
統
の
本
文
は
近
世
初
期
の
写
本
・
古
活
字
本
で
あ
る
。
教
材
と
す
る
「
八
巻
増
補
本
」
の
増
補
部
分
に
つ
い
て
、
松
本
治
久
氏
は
大
幅
な
日記
事
増
補
が
さ
れ
、
そ
の
加
筆
が
「
大
鋭
の
、
歴
史
を
語
る
基
本
姿
勢
を
そ
こ
な
う
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
形
で
の
記
事
増
補
と
は
認
め
ら
れ
丸
山
}。」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
「
最
後
の
除
目
」
の
部
分
は
起
伏
に
富
む
筋
立
て
て
教
材
と
し
て
捨
て
が
た
い
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
。
(
2
)
古
本
系
と
流
布
本
系
(
八
巻
増
補
本
文
)
の
兼
通
逸
話
の
差
異
流
布
本
文
は
「
兼
通
伝
」
に
お
い
て
大
幅
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
兼
通
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
に
は
、
単
な
る
記
事
の
増
補
で
は
な
く
、
一
{
疋
の
人
物
像
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
古
本
系
本
文
の
内
容
と
八
巻
増
補
本
文
で
増
補
さ
れ
た
部
分
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
(流
布
本
系
本
文
が
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
組
み
込
ん
で
あ
る
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
に
よ
り
、
増
補
さ
れ
た
部
分
を
下
段
に
増
補
部
分
の
位
置
内
容
が
わ
か
る
よ
、
7
に
分
割
し
て
示
す
)
古
本
系
1
、
師
輔
次
男
・
堀
河
関
白
。
御
母
。
兼
家
に
官
位
を
越
さ
れ
た
こ
と
。
後
の
昇
進
の
早
さ
。
2
、
兼
通
の
袴
着
、
容
姿
の
美
麗
さ
。
兼
通
、
無
益
な
殺
生
を
す
る
。
(維
の
生
肉
)
3
、
兼
通
女
桂
子
は
始
め
父
か
ら
冷
遇
さ
れ
る
が
、
そ
の
信
仰
(
稲
荷
)
の
功
徳
に
よ
り
入
内
し
、
后
と
な
る
。
4
、
顕
光
の
子
女
、
女
二
人
は
女
御
と
し
て
不
遇
5
、
朝
光
と
朝
光
の
子
女
。
朝
光
、
兄
を
越
え
て
昇
進
。
世
望
を
集
め
華
々
し
い
青
年
期
と
、
父
の
死
後
流
布
本
系
①
兼
通
の
官
歴
・
説
。
兼
家
に
官
位
を
越
さ
れ
、
「
い
と
か
ら
き
こ
と
に
」
思
っ
て
い
た
。
後
の
昇
進
の
早
さ
、
そ
の
た
め
大
将
に
な
れ
な
か
っ
た
残
念
さ
。
②
安
子
の
遺
書
を
使
い
、
兼
家
を
越
し
て
関
白
就
任
。
-2-
③
頭
光
女
延
子
怨
霊
と
な
り
、
院
の
女
御
に
崇
る
。
の
不
遇
。
朝
光
の
姫
君
花
山
帝
に
入
内
。
始
め
寵
愛
さ
れ
す
ぐ
に
認
を
失
、「ノ
。
6
、
兼
家
を
圧
迫
し
た
こ
と
が
兼
通
の
子
孫
零
落
の
原
因
。
兼
家
、
円
融
帝
に
長
歌
で
不
過
を
訴
え
、
「
い
な
ふ
ね
の
」
と
お
言
葉
を
印
刷
望
Q
。
④
朝
光
、
延
光
未
亡
人
の
富
に
迷
ぃ
、
子
女
の
母
君
と
離
婚
、
延
光
未
亡
人
と
再
婚
。
延
光
未
亡
人
の
過
剰
な
歓
待
ぶ
り
。
世
継
の
感
方
山
⑤
兼
通
と
兼
家
の
不
和
。
兼
家
の
左
遷
人
事
、
そ
の
真
相
を
侍
が
諮
る
。
(最
後
の
除
目
)
松
本
治
久
氏
(
一
九
九
限
)
、
加
納
重
文
氏
ご
九
八
厄
)
の
指
摘
に
あ
る
如
く
、
兼
通
自
身
に
つ
い
て
だ
け
見
た
時
、
古
本
系
は
兼
通
の
冷
酷
さ
、
兼
家
圧
迫
の
理
不
尽
さ
が
目
立
ち
、
流
布
本
増
補
部
分
は
特
に
「
最
後
の
除
目
」
の
真
相
な
ど
、
兼
通
を
弁
護
す
る
よ
う
な
描
か
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
。
兼
通
系
の
子
孫
が
不
遇
な
の
は
、
「
傍
流
」
兼
通
が
兼
家
を
圧
迫
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
視
点
が
明
確
で
、
逸
話
自
体
も
あ
ま
り
魅
力
的
な
も
の
が
な
い
古
本
系
に
対
し
て
、
増
補
部
分
は
兼
通
の
官
位
・
政
権
へ
の
執
着
の
強
さ
、
兼
家
と
の
不
和
・
近
親
憎
悪
の
凄
ま
じ
さ
な
ど
、
兼
通
に
対
し
て
肯
定
的
で
は
な
い
も
の
の
、
長
文
で
起
伏
に
富
む
逸
話
が
あ
り
、
魅
力
に
富
む
と
感
じ
ら
れ
る
。
特
に
「
兼
通
の
関
白
就
任
」
と
「
最
後
の
除
目
」
は
外
戚
と
政
権
の
関
係
を
考
え
る
時
に
、
興
味
深
い
部
分
で
、
歴
史
物
語
と
し
て
の
「
大
鋭
」
を
教
材
と
し
て
読
む
時
に
様
々
な
こ
と
を
考
、
え
さ
せ
て
く
れ
る
。
以
下
に
「
兼
通
の
関
白
就
任
」
「
最
後
の
除
目
」
そ
れ
ぞ
れ
と
史
実
と
の
関
係
を
追
い
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。
(
3
)
兼
通
の
関
白
就
任
を
め
ぐ
る
問
題
l
l
l
「
安
子
の
遺
言
」
の
信
濃
性
|
|
天
禄
三
年
、
兼
過
の
兄
伊
予
が
亡
く
な
り
、
関
白
の
座
を
誰
が
狼
得
す
る
か
と
い
う
問
題
が
起
こ
る
。
伊
事
ノ自
身
、
校
政
に
就
任
し
て
(天
禄
元
年
、
伯
父
笑
頼
の
死
に
よ
り
摂
政
に
就
任
)
日
が
浅
く
、
子
息
は
勿
論
、
弟
の
兼
通
・
兼
家
も
他
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
高
位
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
次
は
伊
予
没
年
の
公
卿
の
顔
触
れ
で
あ
る
。
(
「
公
卿
補
任
」
天
禄
三
年
十
月
・
円
融
即
位
四
年
目
)
- 3 ー
摂
政
太
政
大
臣
正
二
位
藤
原
伊
矛
(刊
)
天
皇
の
伯
父
左
大
臣
従
位
天
皇
の
伯
父
但
し
安
和
の
変
で
弟
高
(
印
)
明
失
脚
後
勢
力
な
し
藤
原
頼
忠
(
刊
)
天
皇
の
母
の
従
兄
弟
源
兼
明
右
大
臣
正
三
位
大
納
正
三
位
正
三
位
中
納
日
従
位
従
位
従
位
言 権
車内
正
位
従
三
位
参
議
以
下
川
崎
天
皇
の
父
の
従
兄
弟
1
月
M
日
中
納
言
雅
信
(
臼
)
;
:
よ
り
転
ず
天
皇
の
叔
父
1
月
M
日
中
納
言
よ
り
藤
原
兼
家
(叫
)
権
大
納
言
問
2
月
却
日
権
大
納
言
よ
り
転
ず
藤
原
朝
成
(日
)
定
方
男
天
皇
の
従
兄
弟
、
代
明
親
王
男
・
母
定
延
光
(必
)
方
女
1
月
M
日
権
中
納
言
よ
り
転
ず
藤
原
文
範
(臼
)
1
月
M
日
権
中
納
言
よ
り
転
ず
天
皇
の
父
の
従
兄
弟
・
閏
2
月
目
日
任
源
重
信
(日
)
ず
藤
原
兼
通
(必
)
天
皇
の
伯
父
i原
源
兼
明
は
最
上
位
で
あ
る
が
笑
権
は
な
く
、
次
の
藤
原
頼
忠
は
天
皇
の
外
戚
で
は
な
く
、
外
戚
の
最
上
位
は
、
天
皇
の
叔
父
・
藤
原
兼
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
は
未
だ
権
中
納
言
の
兼
通
(兼
家
の
兄
)
が
関
白
を
拝
命
す
る
。
兼
通
が
関
白
に
選
ば
れ
た
理
由
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。
「
大
鋭
」
八
巻
増
補
本
で
は
「
皇
后
安
子
の
遺
書
に
よ
る
」
と
し
、
略
記
」
も
同
じ
で
あ
る
。
「
扶
桑
そ
し
て
、
母
后
安
子
が
「
関
白
は
次
第
の
ま
ま
に
」
(
当
然
伊
予
の
次
に
は
兼
通
が
就
任
す
る
)
と
遺
言
し
、
そ
の
遺
書
を
兼
通
に
与
、
え
た
と
い
う
逸
話
が
生
ま
れ
る
に
足
る
、
安
子
と
兼
通
の
関
係
が
あ
る
。
兼
通
の
官
歴
を
見
る
と
、
天
徳
二
年
安
子
立
后
と
共
に
中
{
塁
売
と
な
り
、
以
後
そ
の
死
去
ま
で
六
年
間
中
宮
職
に
勤
め
、
官
は
中
宮
権
大
夫
ま
で
進
む
。
安
子
に
と
っ
て
は
、
同
腹
の
兄
弟
で
あ
り
、
し
か
も
、
中
宮
と
し
て
の
自
分
を
長
年
補
佐
し
、
守
っ
て
く
れ
た
兄
兼
通
を
信
頼
す
る
気
持
ち
は
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
又
、
周
囲
も
兼
通
を
中
宮
安
子
が
信
頼
し
、
親
近
し
て
い
た
こ
と
を
充
分
承
知
し
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
の
中
か
ら
、
「
母
后
安
子
が
兄
の
兼
通
を
伊
予
の
次
の
関
白
に
指
名
し
た
」
と
い
う
伝
が
生
ま
れ
、
信
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
加
納
氏
は
「
関
白
な
ど
と
い
う
最
重
要
な
立
場
が
帝
の
個
人
的
な
感
情
に
よ
っ
て
そ
ん
な
に
易
々
と
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
」
を
投
げ
掛
け
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「泣
書
は
」
真
実
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
安
和
の
変
と
そ
の
前
後
の
政
争
の
結
果
と
し
て
、
兼
過
の
就
任
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
真
実
に
近
い
の
で
は
な
い
か
、
と
結
論
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
伊
予
の
病
気
か
ら
兼
通
の
関
白
拝
命
ま
で
を
時
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。
(
一
州
載
資
料
)
-4-
七
月
十
日
伊
予
文
書
山
積
の
た
め
、
物
忌
で
も
請
印
を
す
る
よ
う
命
ず
る
(親
信
卿
記
)
信
波
駒
引
き
「
八
月
以
後
悪
療
に
煩
い
、
寝
膳
安
か
ら
ず
」
(
尊
印
十
分
脈
・
伊
予
公
伝
)
伊
予
多
武
峯
講
堂
供
養
を
行
、
つ
八
月
十
五
日
(八
月
i
)
九
月
五
日
十
月
四
日
十
月
十
日
二
十
三
日
二
十
七
日
二
十
七
日
十
一
月
一
日
五
日
二
十
七
日
-ー-五
日
照
政
太
政
大
臣
伊
予
の
病
に
よ
り
て
度
者
八
十
人
を
賜
う
。
(
公
卿
補
任
・
親
信
卿
記
)
「
良
一
腐
の
例
に
准
じ
て
度
者
八
十
人
を
賜
、
7
0
」
筏
政
太
政
大
臣
伊
予
病
に
よ
り
上
表
し
て
職
を
辞
す
。
(
日
本
紀
略
)
妓
政
を
止
む
。
徐
の
官
は
元
の
如
し
(
日
本
紀
略
)
右
大
臣
頼
忠
筆
頭
公
卿
と
し
て
官
奏
に
候
す
。
(
親
信
明
記
)
兼
通
に
対
し
て
官
一
。
太
政
大
臣
事
に
従
わ
ざ
る
問
、
宜
し
く
公
務
に
勤
行
す
べ
し
。
即
日
又
御
前
に
召
し
て
日
く
。
朕
未
だ
主
(
事
に
堪
え
ず
。
汝
補
佐
す
ぺ
し
。
(
公
卿
補
任
)
太
政
大
臣
伊
引
の
た
め
に
、
救
病
赦
令
の
詔
有
り
。
(日
本
紀
略
)
伊
予
死
去
*
伊
切
の
葬
送
権
大
納
言
兼
通
を
以
て
内
大
臣
に
任
ず
。
公日*日
gnl本本
補紀紀
任略略
よ中官即
り納 奏ち
為言関
F るよ 白
江例りと
努あ関為
重り、白す
と 。
劫兼為 * 
思通る
Et を例
去以な
JT てし
vt 内
方 大大
4 臣納
I ー
よ手首に百
す戸任 ・
」 11す;1
記台
..._一--
二
十
七
日
参
内
*
(
親
信
卿
記
)
内
大
臣
兼
通
*
兼
通
は
兄
伊
予
の
死
に
よ
り
三
月
の
服
喪
、
俄
は
二
十
日
で
あ
る
。
(「
律
令
・
喪
葬
令
・仮
寧
令
」
)
公
卿
補
任
の
記
事
を
信
ず
れ
ば
、
兼
過
は
兄
の
死
の
五
日
前
、
兄
の
摂
政
辞
任
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
、
次
期
「
補
佐
役
」
の
内
示
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
親
信
卿
記
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
示
は
、
兄
伊
予
の
遺
志
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
(
「
前
官
遺
命
」
は
「
前
宮
(安
子
)
泣
命
」
と
読
む
説
も
あ
る
。
)
「
親
信
卿
記
」
の
「
前
官
遺
命
」
が
誤
写
で
な
い
と
す
れ
ば
、
平
親
信
は
当
時
蔵
人
と
し
て
関
白
任
命
に
関
わ
り
、
し
か
も
、
兼
通
の
縁
者
で
も
あ
り
、
資
料
と
し
て
の
側
値
は
乱
川
。
史
実
と
し
て
は
、
伊
予
の
遺
志
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
可
能
性
は
強
い
。
そ
し
て
、
藤
原
氏
の
内
部
で
も
兼
過
の
関
白
就
任
は
支
持
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
八
巻
増
補
本
の
舎
か
れ
た
時
代
に
「
説
話
」
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
加
納
氏
の
説
の
よ
う
に
、
兼
通
側
が
流
し
た
「
母
后
の
迫
害
」
の
話
だ
け
が
伝
わ
っ
て
い
た
か
、
同
説
が
伝
わ
っ
て
い
た
か
確
証
は
な
い
が
、
両
説
あ
っ
た
と
し
て
、
増
補
本
の
作
者
は
、
「
母
后
の
遺
言
」
を
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
作
者
の
志
図
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
話
柄
を
選
ぶ
時
の
一
貫
し
た
意
識
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
母
后
の
遺
言
」
の
話
を
選
ん
だ
時
、
次
の
二
点
が
強
調
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
①
兼
通
は
「
い
つ
か
外
戚
と
し
て
関
白
と
な
る
日
が
く
る
」
こ
と
を
見
通
し
、
「
母
后
の
遺
言
」
を
貰
っ
て
お
く
よ
う
な
、
周
到
な
人
物
で
あ
っ
た
。
好
意
的
に
は
「
心
か
し
こ
」
い
人
。
批
判
的
に
見
れ
ば
、
そ
こ
ま
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で
し
て
政
権
を
手
中
に
す
る
こ
と
に
固
執
す
る
、
し
て
捕
か
れ
て
い
る。
②
円
融
帝
は
孝
心
厚
い
方
で
あ
り
、
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
や
や
狭
小
な
人
物
と
「
母
后
」
の
力
と
は
こ
こ
ま
で
尊
重
そ
の
ど
ち
ら
も
、
「
大
鏡
」
の
全
体
を
流
れ
る
作
者
の
意
識
と
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
母
后
」
の
力
は
こ
の
後
道
長
の
内
覧
宣
旨
で
も
強
調
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
し
、
官
職
・
政
権
へ
の
執
着
は
、
様
々
な
人
間
ド
ラ
マ
と
し
て
、
繰
り
返
し
描
か
れ
る
問
題
で
あ
る
。
作
者
は
、
「
母
后
の
遺
言
」
を
資
料
の
中
か
ら
選
び
、
「
最
後
の
除
目
」
と
共
に
兼
通
伝
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兼
通
の
人
物
を
描
こ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
(
4
)
 
兼
家
左
遷
を
め
ぐ
る
虚
構
兼
家
左
遊
は
年
来
の
兄
弟
の
確
執
の
結
果
で
あ
り
、
特
に
、
重
病
の
床
に
あ
る
兼
通
を
兼
家
が
見
舞
わ
ず
、
家
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
、
兄
の
死
後
関
白
と
な
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
、
兼
通
が
激
怒
し
た
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
「
大
鏡
」
八
巻
増
補
本
の
述
べ
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
増
補
本
の
内
容
は
史
実
と
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
以
下
、
加
納
重
文
氏
等
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
「
日
本
紀
略
」
の
貞
元
二
年
十
月
十
一
日
記
事
に
よ
れ
ば
、
兼
通
は
「早
E
に
」
「
桂
芳
坊
か
ら
天
皇
の
「
御
在
所
」
に
参
上
し
て
、
関
自
の
辞
任
の
勅
許
を
受
け
、
恐
ら
く
は
後
任
の
人
事
と
兼
家
の
降
格
人
事
に
つ
い
て
奏
上
し
て
承
諾
を
得
た
。
「
巳
刻
」
に
桂
芳
坊
に
帰
り
着
き
、
「午
時
」
左
大
臣
頼
忠
、
権
中
納
言
済
時
、
権
大
納
言
朝
光
等
が
参
入
す
る
と
、
「
諸
障
を
悶
め
」
し
め
て
、
降
格
人
事
を
お
こ
な
っ
た
。
つ
ま
り
「
右
近
大
将
藤
原
兼
家
を
し
て
治
部
卿
に
任
ず
」
兼
家
の
代
わ
り
に
は
藤
原
済
時
を
任
ず
。
高
階
成
忠
・
藤
原
道
綱
を
降
格
す
る
。
「
左
大
臣
を
以
て
関
白
万
機
を
為
」
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
内
裏
諮一
門
を
閉
じ
て
、
兼
家
始
め
反
対
派
を
締
め
出
し
て
、
周
到
な
準
備
の
上
で
行
わ
れ
た
人
事
で
、
個
人
的
怒
り
に
任
せ
て
の
左
遷
で
は
な
い
。
②
兼
通
が
頼
中
川
に
関
白
を
譲
る
準
備
と
し
て
、
死
の
前
年
貞
元
元
年
十
二
月
二
十
二
日
に
「
蒙
可
行
一
上
所
行
雑
事
宣
旨
」
を
頼
忠
が
賜
っ
た
こ
と
。
し
か
し
、
外
戚
で
な
い
頼
忠
が
、
外
戚
の
兼
家
を
抑
え
関
白
に
任
じ
ら
れ
る
に
は
、
兼
家
が
「
関
自
の
資
格
を
失
う
よ
う
な
な
に
か
の
事
件
が
、
必
須
に
な
っ
た
」
松
本
氏
は
、
そ
れ
が
、
こ
の
降
格
人
事
だ
っ
た
と
す
る
。
今
「
日
本
記
略
」
に
よ
っ
て
貞
元
元
年
か
ら
二
年
を
概
観
す
る
と
、
貞
元
元
年
五
月
内
裏
火
事
、
六
月
大
地
震
、
七
月
改
元
、
天
皇、
堀
川
邸
(兼
通
宅
)
へ
遜
御
。
内
装
造
営
を
始
め
る
。
貞
元
二
年
正
月
二
十
二
日
か
ら
、
兼
通
「
所
労
」
に
よ
っ
て
不
参
。
除
目
延
引
。
一
月
十
二
日
兼
通
辞
表
を
出
す
。
三
月
天
皇
、
閑
院
(兼
通
宅
へ
)
行
幸。
四
月
二
十
一
日
左
大
臣
兼
明
を
親
王
と
し
、
二
十
四
日
頼
忠
を
左
大
臣
と
す
る
。
七
月
天
皇
、
新
造
内
裏
へ
遷
御
。
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一 う月 。月
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日
佳
子
堀
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選
街l
兼
通
辞
表
を
出
兼
通
辞
表
を
出
し
、
兼
家
の
降
格
人
事
を
兼
通
の
病
に
よ
っ
て
大
赦
を
行
う
兼
通
認
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
兼
通
か
ら
頼
忠
に
関
白
を
譲
る
た
め
の
準
備
は
十
か
月
程
を
か
け
て
さ
れ
て
お
り
長
年
の
兄
弟
の
不
利
と
最
後
の
怒
り
が
、
降
格
人
事
の
原
因
と
す
る
「
大
鏡
」
の
記
述
は
虚
構
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
次
に
な
ぜ
兼
家
が
兼
智
し
て
い
た
「
大
将
」
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
、
兼
家
に
と
っ
て
降
格
・
打
撃
に
な
る
の
か
考
察
し
て
み
よ
う
。
大
将
と
い
う
官
職
が
、
特
別
の
顕
職
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
「源
氏
物
語
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
現
実
の
反
映
で
あ
っ
た
。
当
時
の
大
将
は
大
納
言
の
兼
職
で
あ
り
、
時
に
大
臣
の
兼
職
で
も
あ
る
。
「大
将
を
兼
ね
る
」
の
は
大
変
な
名
誉
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
だ
け
の
実
力
も
要
っ
た
。
笹
山
晴
生
氏
の
「
日
本
古
代
衛
府
制
度
の
研
究
」
(
一
九
八
五
年
)
に
よ
れ
ば
、
大
将
と
い
う
官
職
は
十
世
紀
に
は
「
本
来
の
軍
事
的
・
警
察
的
機
能
を
失
」
い
、
「
天
皇
の
信
頼
を
得
て
側
近
に
侍
す
る
栄
誉
を
に
な
う
」
職
と
な
り
、
「
自
己
の
政
治
的
社
会
的
地
位
」
を
表
す
栄
誉
職
と
化
し
た
。
そ
し
て
、
「
侍
従
|
|
近
衛
官
人
(少
将
・中
将
)
|
|
宰
相
|
|
中
納
言
|
|
夫
納
言
(
大
将
)
|
|夫
臣
」
と
い
う
典
型
的
な
出
世
コ
ー
ス
が
、
摂
関
家
(特
に
九
条
流
)
の
子
弟
の
た
め
に
確
立
さ
れ
て
い
く
一
条
朝
に
は
大
将
就
任
者
の
全
員
が
藤
原
氏
で
占
め
ら
れ
る
と
い
う
状
態
に
な
る
。
特
に
上
位
の
左
大
将
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
は
藤
原
北
家
の
中
で
も
師
輔
|
|兼
家
の
系
統
に
限
ら
れ
る
。
兼
通
の
時
代
、
特
に
村
上
・
冷
泉
・
円
融
の
三
代
に
わ
た
っ
て
大
将
と
な
っ
た
人
物
を
調
べ
て
み
る
と
朱
雀
朝
に
」
成
任
し
た
笑
頼
・
師
輔
兄
弟
か
ら
、
貞
元
二
年
の
兼
家
の
解
任
ま
で
八
人
で
あ
る
。
以
下
に
列
記
す
る
。
(
)
内
は
左
右
の
別
(左
大
将
は
右
よ
り
転
じ
た
場
合
を
含
む
)
数
字
は
在
任
年
数
実
頼
(左
)
。
日
・
師
輔
(右
)
。
叩
・
顕
忠
(左
)
O
M
・師
予
(左
)
o
n
・
高
明
(左
)
O
5
・
伊
予
(左
)
0
1
・
頼
忠
(右
)
0
8
・
兼
家
(
右
)
。
7
貞
元
二
年
(九
七
七
)
頼
忠
は
辞
任
、
兼
家
は
解
任
(済
時
(左
)
日
・
朝
光
(左
)
日
貞
元
二
年
か
ら
一
条
朝
)
(以
上
「
公
卿
補
任
」
か
ら
作
成
)
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印
を
付
け
た
五
人
が
摂
政
・
関
白
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
位
置
を
保
ち
(実
権
の
程
度
は
様
々
だ
が
)
全
員
が
大
臣
(O印
)
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
兼
家
に
先
立
っ
て
就
任
し
た
高
明
・
伊
予
・
頼
忠
は
大
将
就
任
か
ら
二
年
以
内
に
大
臣
に
昇
進
し
て
い
る
。
一方、
同
じ
時
期
大
納
言
と
な
り
な
が
ら
、
大
将
を
兼
帯
し
な
か
っ
た
者
は
八
人
で
、
そ
の
内
訳
は
源
氏
4
、
藤
原
氏
3
、
橘
氏
1
で
、
こ
の
中
で
大
臣
に
昇
進
し
た
の
は
、
源
兼
明
、
源
雅
信
、
藤
原
在
衡
の
三
人
の
み
で
あ
る
。
兼
明
は
村
上
帝
の
弟
、
源
雅
信
は
醍
醐
帝
の
同
母
弟
敦
笑
親
王
の
子
(母
は
時
平
女
・
笑
頼
室
の
姉
妹
)
で
あ
る
か
ら
、
特
別
な
位
置
に
あ
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
代
の
天
皇
の
時
代
、
大
将
を
兼
帯
し
た
人
物
と
兼
帯
し
な
い
人
物
の
昇
進
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
大
将
は
大
臣
昇
進
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
出
世
コ
ー
ス
を
昇
進
し
て
い
っ
た
貴
族
が
、
最
後
の
段
階
で
兼
帯
す
る
栄
誉
職
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
又
、
そ
の
女
子
の
入
内
に
お
い
て
も
、
大
納
言
の
女
は
更
衣
と
な
る
が
(大
臣
の
女
と
明
硲
に
一
線
を
画
さ
れ
る
)
大
将
の
女
は
女
御
と
さ
れ
る
。
醍
醐
朝
1
冷
泉
朝
ま
で
、
女
御
で
あ
っ
た
皇
妃
を
見
る
と
(内
親
王
・
皇
女
を
除
く
)、
醍
醐
女
御
能
子
(父
定
方
は
中
納
言
)
以
外
は
冷
泉
女
御
超
子
(父
兼
家
)
の
み
が
大
納
言
以
下
の
女
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
冷
泉
朝
と
な
っ
て
、
兼
家
女
が
始
め
て
大
納
言
以
下
の
女
で
戸
仰
と
な
っ
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
った。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
大
将
と
い
、つ官
職
は
単
な
る
名
誉
職
で
は
な
い
。
外
戚
と
な
ろ
う
と
す
る
貴
族
に
と
っ
て
重
大
な
'意
味
を
持
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
栄
誉
職
で
あ
る
大
将
の
剥
奪
は
、
外
戚
と
し
て
「
内
覧
」
や
関
白
な
ど
に
就
任
す
る
資
格
が
な
い
こ
と
を
公
的
に
宣
言
す
る
こ
と
と
な
り
、
兼
通
女
佳
子
と
対
抗
し
て
、
兼
家
が
入
内
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
詮
子
の
入
内
(「
栄
華
物
語
」
花
山
た
づ
ぬ
る
中
納
言
)
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
、『ノ
兼
通
が
自
身
の
死
を
悟
っ
た
時
、
兼
家
に
対
す
る
最
後
の
打
撃
と
し
て
「
兼
帯
す
る
大
将
」
を
剥
奪
す
る
と
い
う
手
段
を
取
っ
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
計
算
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
、
円
融
帝
の
後
宮
は
中
宮
の
縫
子
(兼
通
の
女
)
一
人
で
あ
っ
た
。
兼
通
の
死
後
、
兼
家
が
勢
力
を
回
復
し
、
兼
家
女
詮
子
が
入
内
す
る
と
す
れ
ば
、
兼
家
が
大
将
を
兼
ね
て
い
れ
ば
女
御
が
担
当
、
大
納
言
な
ら
ば
更
衣
が
相
当
と
な
る
。
も
っ
と
も
冷
泉
朝
で
入
内
の
異
例
を
強
行
し
て
い
る
兼
家
で
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
女
御
と
し
て
の
入
内
に
腐
心
す
る
だ
ろ
う
が
、
政
権
は
一
応
頼
忠
が
担
当
し
て
お
り
、
し
か
も
頼
忠
女
も
入
内
予
定
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
大
納
言
以
下
の
女
が
女
仰
と
な
る
と
い
う
異
例
を
重
ね
る
こ
と
が
、
冷
泉
朝
の
時
の
よ
う
に
順
調
に
行
く
と
は
限
ら
な
い
。
栄
誉
職
を
兼
家
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と
の
意
外
な
効
用
は
、
こ
の
よ
う
な
所
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
い
よ
い
よ
一
時
の
激
情
の
結
果
の
降
格
と
は
考
、
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
資
料
と
、
当
時
の
除
自
の
方
式
を
考
慮
す
る
と
八
巻
増
補
本
の
伝
え
る
「
激
情
に
よ
る
兼
家
の
排
除
」
と
い
う
の
は
「
大
鋭
」
八
巻
地
術
本
作
者
の
虚
構
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
を
受
け
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
虚
構
を
通
し
て
、
作
者
が
創
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
兼
通
像
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
。
八
巻
増
補
本
の
描
く
兼
通
は
、
権
力
志
向
が
強
く
、
政
権
に
執
着
す
る
人
物
で
あ
る
。
同
腹
の
兄
弟
で
あ
り
な
が
ら、
出
世
競
争
に
後
れ
を
取
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
弟
を
憎
む
狭
量
な
人
物
で
あ
る
。
一
方
で
、
長
年
不
利
で
あ
っ
た
弟
が
臨
終
近
い
兄
の
見
鮮
に
訪
れ
た
と
錯
覚
す
る
や
関
白
職
を
譲
ろ
う
か
と
、
考
え
る
状
況
把
握
の
甘
さ
を
持
つ
。
或
い
は
肉
親
の
情
に
頼
ろ
う
と
す
る
弱
さ
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
も
そ
の
甘
い
期
待
が
裏
切
ら
れ
る
や
、
激
怒
し
て
兼
家
に
報
復
し
よ
う
と
す
る
凄
ま
じ
い
函
を
持
つ
。
あ
る
意
味
で
は
誠
に
「
人
間
臭
さ
」
を
持
つ
人
物
と
し
て
掛
か
れ
て
い
る
。
非
理
想
的
人
物
で
あ
る
が
、
同
族
中
の
政
権
奪
取
の
抗
争
が
生
み
出
し
た
人
物
と
考
、
え
る
と
そ
の
時
代
の
人
物
の
典
型
の
一
人
が
捕
か
れ
て
い
る
と
言
、えよ
う
。
「
虚
構
」
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
こ
の
時
代
の
典
型
的
人
物
が
真
実
味
を
帯
び
て
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描
き
だ
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
え
は
、
こ
の
逸
話
は
兼
通
の
個
人
的
な
感
情
|
|
憎
悪
ー
ー
ー
に
よ
っ
て
、
関
白
と
い
う
権
力
が
譲
ら
れ
て
い
く
と
い
う
「
大
鏡
」
好
み
の
逸
話
で
も
あ
る
。
(
5
)
 
「
古
典
H
・
古
典
講
読
」
の
教
材
と
し
て
の
可
能
性
「
大
鋭
」
に
は
「
個
人
合
意
志
や
行
動
が
歴
史
の
流
れ
の
方
向
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
に
立
つ
て
の
持
話
の
構
成
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
「
安
子
の
遺
書
」
で
は
、
母
后
の
確
信
す
る
「
摂
政
関
白
選
定
の
方
則
」
が
政
権
の
行
方
を
決
定
す
る
し
、
「
最
後
の
徐
目
」
で
は
、
兼
通
の
個
人
的
憎
悪
に
よ
っ
て
権
力
が
委
譲
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
、
個
人
の
意
志
が
政
治
を
動
か
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
安
子
の
迫
害
」
と
「
最
後
の
除
目
」
を
首
・尾
と
し
て
兼
通
伝
を
見
る
時
、
「
関
白
」
と
い
う
権
力
に
固
執
し
た
一
人
の
貴
族
の
執
念
が
描
き
出
さ
れ
て
く
る
と
同
時
に
、
「個
人
の
意
志
や
行
動
が
歴
史
の
流
れ
の
方
向
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
が
鮮
明
に
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
、
え
て
い
く
と
、
「
安
子
の
遺
書
」
と
「
最
後
の
除
目
」
の
挿
話
を
続
け
て
読
ん
で
い
く
こ
と
も
、
「
大
鏡
」
と
い
う
作
品
の
読
解
の
方
法
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
強
い
王
朝
食
族
の
、
官
位
や
政
権
へ
の
強
い
執
着
は
「
{
女
子
の
遺
書
」
で
は
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
読
み
取
ら
せ
た
い
。
①
兼
通
は
安
子
か
ら
「
関
白
は
次
第
の
ま
ま
に
」
と
い
う
遺
書
を
得
て
、
兄
伊
切
の
死
ま
で
「
首
に
か
け
て
」
持
っ
て
い
た
。
簡
略
な
年
表
で
何
年
間
、
関
白
就
任
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
た
の
か
確
認
さ
せ
る
。
そ
の
執
着
の
強
き
が
読
み
取
れ
よ
、
7
。
②
関
自
の
職
掌
を
や
や
詳
し
く
説
明
し
、
貴
族
社
会
で
関
白
就
任
が
持
つ
意
味
を
理
解
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
な
ぜ
兼
通
の
執
着
が
強
い
の
か
理
解
さ
せ
て
い
く
。
当
時
の
社
会
で
外
戚
が
持
っ
て
い
た
カ
に
つ
い
て
も
注
意
さ
せ
た
い
。
こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
、
兼
通
の
権
力
へ
の
執
着
の
強
さ
と
そ
の
理
由
が
読
み
取
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
「最
後
の
除
目
」
で
は
史
実
と
「
大
鋭
」
の
記
述
と
の
差
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
こ
か
ら
「
大
鋭
」
の
視
点
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
学
習
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
史
実
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
か
な
り
時
間
を
か
け
雌
固
た
る
決
意
を
も
っ
て
頼
忠
に
政
権
を
譲
っ
て
い
く
兼
通
の
姿
が
思
い
揃
け
る
。
そ
こ
に
は
「
大
鏡
」
の
よ
う
な
爆
発
的
な
怒
り
や
憎
悪
で
は
な
く
、
静
か
な
悪
意
と
「
ど
う
し
て
も
兼
家
を
政
権
か
ら
排
除
す
る
の
だ
」
と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
大
鋭
」
で
は
一
日
一、
肉
親
の
情
を
信
じ
て
関
白
を
譲
ろ
う
と
し
た
兼
過
が
「
兄
の
死
を
好
機
と
ば
か
り
に
関
白
に
な
る
た
め
行
動
を
開
始
す
る
」
兼
家
の
非
情
さ
に
激
怒
し
、
そ
の
怒
り
と
憎
悪
を
原
動
力
に
し
て
瀕
死
の
床
か
ら
起
き
上
が
り
、
兼
家
排
除
の
除
目
を
敢
行
す
る
。
又
、
兄
弟
の
情
な
ど
一
顧
だ
に
し
な
い
兼
家
の
冷
た
き
と
政
権
奪
取
に
か
け
る
執
念
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
差
も
史
実
を
簡
略
な
年
表
と
し
て
提
示
し
つ
つ
、
「
大
鏡
」
に
虚
構
の
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
兼
通
像
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
に
注
意
さ
せ
た
い
。
当
時
の
立
族
社
会
で
、
権
力
へ
の
執
着
が
い
か
に
凄
ま
じ
い
か
を
伝
え
て
い
る
こ
の
兄
弟
の
抗
争
は
、
高
校
生
に
も
比
較
的
理
解
し
や
す
い
題
材
だ
と
思
わ
れ
る
。
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「
{
さ
ず
の
遺
書
」
と
「
最
後
の
除
目
」
を
続
け
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
と
母
后
、
外
戚
の
関
係
と
外
戚
貴
族
同
士
の
抗
争
の
姿
が
全
体
像
と
し
て
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
、
「
大
鏡
・
兼
通
伝
」
の
増
補
部
分
の
教
材
と
し
て
の
可
能
性
を
考
、
え
て
き
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
学
習
を
想
定
す
る
と
、
で
き
れ
ば
古
典
I
の
学
習
を
終
、
え
て
、
あ
る
程
度
の
解
釈
と
鑑
賞
に
慣
れ
た
段
階
の
生
徒
が
学
習
者
と
し
て
相
応
し
い
。「
古
典
日
」
「
古
典
講
読
」
の
教
材
と
し
て
設
定
で
き
た
ら
と
考
え
る
。
注
(1
)
「古
典
I
」
教
科
書
は
「
国
語
H
」
の
古
典
分
野
と
ほ
ぼ
同
じ
教
材
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。「
国
務
H
」
で
「
兼
品
荏
」
を
採
用
し
て
い
る
の
は
車
主
語
l
社
の
み。
(2
)
明
治
政
薩
・
角
川
世
話
・束中
長
一
語
な
ど
各
社
の
指
導
舎
に
よ
る
。
(3
)
「
大
鋭
『
米
通
伝
』
の
逸
話
に
つ
い
て
」
(松
本
治
久
)
武
蔵
野
女
子
大
紀
要
十
九
・
一
九
八
四
・
三
月
に
詳
し
い
(4
)
「
『
大
盤
義
援
の
周
辺
」
京
都
女
子
大
玄
f
画
文
m
一
九
八
八
年
六
月
以
下
同
論
文
に
よ
る
。
(5)
「
親
信
別
記
」
は
平
親
信
の
日
-
記
。
(
天
禄
=
丁
天
延
二
。
蔵
人
在
任
中
の
記
録
)
親
信
は
中
納
言
時
望
の
孫
。
真
ハ
刊
の
子
。
兼
通
の
「
前
室
」
寛
子
(
典
侍
)
の
酬
明
に
当
た
る
。
本
文
は
以
下
に
出
す
。
(十一
月
二
十
五
日
)
依
仰
碕
鵬
、
其
仰
云
、
明
日
官
奏
事
如
何
必
何
へ
総
叫
鴨
川
叫
ザ
有
欺
、
又
権
中
一
納
言
藤
原
朝
臣
所
申
之
事
、
去
月
二
七
日
、
面
前
仰
了
、
其
後
今
月
十
五
日
、
以
佐
理
朝
臣
、
令
仰
其
由
、
其
返
奏
云
、
呉
間
食
了
、
抑
相
逢
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
之
次
、
被
申
可
行
之
由
云
々
、
仇
重
不
給
仰
事
、
至
今
必
可
行
也
、
件
事
今
日
無
召
仰、
若
当
日
可
行
敗
、
案
内
憶
可
奏
者
、
即
参
旦
第
、
召
御
前
矢
、
伝
宣
仰
己
目
、
返
奏
云
、
官
奏
事
、
定
目
前
日
令
奏、
日
来
政
煩
咳
病
侍
、
相
扶
必
可
候
阜大
、
又
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
所
申
之
事、
候
御
前
之
日
、
只
被
問
其
例
、
即
奏
勘
見
可
奏
由
、
其
後
左
中
弁
佐
理
朝
臣
、
伝
仰
々
事
、
其
返
奏
云
、
従
中
納
言
成
此
職
之
例
、
近
代
不
見
、
従
大
納
言
井
内
大
臣
為
此
職
、
但
候
御
前
、
可
承
二
疋
、
而
重
被
給
此
仰
、
(任
内
大
医
事
)
春
日
申
可
候
御
前
之
由
後
、
子
今
無
仰
仇
無
其
用
意
、
又
不
令
勘
任
内
大
臣
之
時
例
、
為
末
臣
不
可
固
辞
仰
事
、
只
随
仰
可
行
、
明
朝
可
候
奏
、
其
次
浩
被
仰
云
々
、
帰
参
、
奏
聞
比
U
R
〈
親
信
卿
記
|
l
l
天
日
本
資
料
〉
(
都
立
武
蔵
村
山
高
校
)
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